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第１６回通常総会を開催

とちぎ農産物クチコミ隊 「田植えと苗植え体験」

６月２４日（木）、二荒山会館で第１６回通常総会を開催した。会員５０
名が出席し、平成２１年度の事業報告、収支決算などが承認された。
総会終了後には、平成２２年度フレッシュメイトの紹介を行った。第９代
目となるフレッシュメイトの初仕事は、７月５日（月）にＮＨＫのＦＭラジオ
に出演し、とちぎの農産物の紹介を行った。

６月１３日（日）、栃木市にて、とちぎ農産物クチコミ隊「田植えと苗植え
体験」を開催した。今回の参加者は、クチコミ隊の親子２５組（１２６名）。
親子で「おいしいお米ができますように！」と願いを込めて、「あさひの
ゆめ」の手植えを体験。子供たちは素足で田んぼに入り、「うわー、ぬる
ぬるする。」「気持ちがいい！」と目を輝かせていた。
その他、落花生・サツマイモの苗を定植した。今後、これらの生長記録
を、当協会ホームページにて紹介していく。
また、７月２４日（土）、圃場の草取りとニンジンの種まきを予定。
今回の、田植えや農業体験を通じて、農業への理解促進を図り、県産
農産物のイメージアップや認知度向上に繋げる。

「栃木県産巨峰フェア」シンガポールで開催

「栃木県産巨峰フェア」が、 ６月１８日（金）から２８日（月）に
かけて、シンガポールＩＳＥＴＡＮスコッツ店で開催された。
本県産巨峰については、品質や味の評価も高く、好評で
あった。次回は、8月９日（月）から19日（木）に予定されている。

シンガポールISETANで販売された
JAしもつけ岩舟地区産巨峰

伊澤会長の退任と髙橋新会長の就任

ＪＡ栃木中央会会長の交代等に伴い、本協会の役員選任を７月７
日に開催した臨時総会・理事会で行い、新会長に髙橋一夫全農と
ちぎ運営委員会長が選任された。髙橋新会長は、ＪＡ栃木中央会の
副会長から会長に就任され、本協会の会長にも就任された。豊富で
広範な農業知識と経験をもとに、協会の活性化に力強い指導をお
願いします。

伊澤前会長は、３年間にわたり協会の運営並びに、本県農産物の
生産振興・流通及び消費宣伝の各事業を積極的に推進され、多く
の実績を残されました。大変お世話になりました。

髙橋新会長

伊澤前会長



（社）とちぎ農産物マーケティング協会（平成２２年７月発送）
TEL ０２８－６２６－２１５０ ＦＡＸ ０２８－６４３－７８５３

http://www.tochigipower.com/

７月１５日（木） 野菜部会全体会議（ＪＡ会館）

７月２０日（火） 梨若手生産者現地セミナー（ＪＡはが野管内）

７月１５日（木）～２１日（水） とちぎまるごと農産物フェア（真夏のフードフェスティバル）

とちぎ食のコンシェルジュ産地視察研修会（那須地区）

上記７日間、東武百貨店宇都宮店地下１Ｆ・７月２９日（木）～８月４日（水）大田原店において、
とちぎまるごと農産物フェアと題し、フードフェスティバル「地産地消フェア」を開催する。本県の
主要農産物を集め、とちぎ和牛を始め、今が旬の「巨峰」など旬の青果物の販売を行います。
また、１５日（木）宇都宮店、３１日（木）大田原店で、フレッシュメイトによる試食販売会を開催し、
県内の消費者に県産農産物の認知度向上とイメージアップを図る。

７月２３日（金） 栃木県花き生産者大会（ホテルニューイタヤ）

７月８日（木）、ＪＡなすの管内にて、那須地区の宿泊施設の方を対象に
「とちぎ食のコンシェルジュ産地視察研修会」を開催した。
この事業は、生産者と観光客をつなぐパイプ役である旅館・ホテルの
方々に、とちぎの食について生産現場や食文化等も含めて知識を広め
てもらい、随所で観光客に県産農産物等の良さをＰＲしていただくための
研修。
今回は、生産の現場（夏秋なす・アスパラガス・キャベツ・きゅうり）を視
察し、生産者から現状説明などを聞いたり、意見交換等による相互交流
を図った。

７月２７日（火）～２８日（水） 全国野菜園芸技術研究会新潟県大会

７月２４日（土） とちぎ農産物クチコミ隊「草刈りとニンジンの種まき」（栃木市内）

８月１２日（木）～１６日（月） Ｆｏｏｄ Ｅｘｐｏ ２０１０（香港）

８月１７日（火） 栃木県食品商談会 in 香港

６月２５日（金）、ＪＡ会館で特産部会（こんにゃく・かんぴょう）全体会議を開催し、新年度事業等
を協議した。中長期ビジョンの枠組みをもとに、歴史ある特産作物の生産振興対策や消費拡大に
努めることとした。

特産部会全体会議の開催

６月２１日（月）、上三川町内でかんぴょう現地検討会を開催した。
県内のかんぴょう農家・ＪＡ・関係者３０名が参加し、これまでの生育
状況のチェックと今後の栽培管理について熱心に検討が行われた。
本年産の生育状況は、定植後の低温から１週間程度遅れはあるも
のの、ほぼ順調に推移している。

かんぴょう現地検討会の開催


